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論　　文　　の　　要　　旨

本論文は，複素数値ベクターポテンシァルa（X）＝（a1（X），a2（X），…，a、（X））を持ったシュ

　　　　　　　　　　∂　　i　　　　　∂
レテンカー作用素・一∂t一デ」し1（∂、j・1・j（・））2に対する初期値間題の解の存在と解の一意性

についての研究である。a（x）が実数値の場合には五に対する初期値問題は2乗司積分関数空間L2に

おいて解の存在と一意性が成立することが知られている。

　a（X）が複素数値の場合，五に対する初期値問題が五2空聞で解の存在と一意性が成り立つためには，

Σj㌧1aj（X）ξjの1ξ12＝ξ子÷ξ多十…十ξξに対応するハミルトンフローに沿っての積分が有界であ

ることが必要であることが知られている。又初期値問題がソボレフ空間で解の存在と一意性が成り立

つための必要条件としては，Σaj（X）ξjの1引2に対応するハミルトンフローに沿っての積分が1oglξ1

（1ξ1→・。）の増大度を持つことであることが知られている。

　この論文では，a（X）がlXl→∞のとき，lXl■σで減少するとき，工に対する初期値問題はσ＞ユの場

合五2空間で，σ＝1の場合ソボレフ空間で解の存在と一意性が成立することを証明した。a（x）＝O

（lxl一σ）（lxl→∞）をみたすa（x）は，σ≧1のとき上記の必要条件を満たしている。

　定理の証明の本質な部分は，表象2＾’E）を持った擬微分作用素♂（π，1））を用いて，五を変換し

て以＝♂（ん1））工〆（ん1））■ユとし，㍍に対する初期値問題が五2空間で一意的に解けるようにするこ

　　　　　　　　　　　　∂　　　　　　∂
とである。すなわち以＝　　一P（κ，　　）と表したとき，表象λ（κ，ξ）を次の1）及び2）を満
　　　　　　　　　　　∂τ　　　　　∂π
　　　　　　　　　　　　　　　　∂
足するようにとると作用素P（匁，　　）の実数部分が負の作用素となり，五。に対する初期値問題が
　　　　　　　　　　　　　　　　∂π
工2で一意的に解けることが容易に導ける。
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　　　　　　∂
1）半・ξ1万A（ぺ）十半1㍍れ）ξ1〈O

　2）A（兄，ξ）〈C，（σ＞1のとき）。

　　　A（x，ξ）〈Clog（1ξ1＋2），（σ＝1のとき）。

ここで，∫閉αブ（κ）はαブ（κ）の虚数部分を表す。著者は1），2）をみたすA（π，ξ）を擬微分作用

素の表象を表す∫1，oクラスの申で構成することによって，交換子の計算を容易にし，証明を簡明にし

ている。

　σ＜1の場合，もはやα（兇）は上記の必要条件を満たしていないが，初期値をジュブレイ空聞で与

えることによって，解の存在と一意性を導いている。

審　　査　　の　　要　　旨

　擬微分作用薬ε（見D）を用いて変換することにより，負の実部をもつ作用素に帰着するという方法

は新しい着想であり，又上記の1）亨2）をみたすA（。，ξ）を（1，O）一クラスの表象として構

成することによって，α（劣）の実部に対する仮定なしで五に対する初期値の解の存在と一意性を証明

したことは，高く評価できる。さらに，この論文で得られたA（π，ξ）の構成方法は，変係数のシュ

レデンガー方程式の研究に，大きな寄与があると期待されている。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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